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★直近1ヵ月のパチンコ業界トピックス

・日遊協 旧基準機自主規制「30％以降」の見通し示唆

・日遊協が人事担当者対象にフォーラム

・風営法解釈運用基準に依存対策の管理者業務を追加

・ニラクGCHD 東南アジアのアミューズメント運営企業を子会社化

・第3回目となる無料の700名規模セミナー「JAPaN」開催

・余暇進「秋季セミナー」で回胴遊商理事長が講演

・東京都遊協 都の受動喫煙防止条例で署名活動へ

・ユニバーサルが岡田元会長に損害賠償請求訴訟

・「ギャンブル等依存症対策基本法案」再提出

・ダイナムHD 中間で減収増益

・マルハン中間期決算で減収減益

・同友会、会員企業全店舗で30％以下に

・セガサミー、京大とギャンブル依存症で共同研究

・ニフティ「777@nifty」 ゲンダイエージェンシーへ資産譲渡

・ダイナムが復興支援として宮城県に1400万円を寄付

・ぱちんこ広告協議会が社員総会と基調講演

・オーイズミの「1000ちゃん」が豊洲でライブ

・21世紀会が依存対策の経費などで決議

・ベガスベガスがベトナムでカジノ施設を開業

・マルハン「働き方改革」のトライアルチームが中間報告

・ダイナムが会社設立50年の記念誌を発刊

・平和が北海道北広島市にIR開発を提案

・PCSAが「第3回女性活躍推進情報交換会」を開催

・「安心パチンコ・パチスロアドバイザー」制度の運用を開始

・ダイナム、復興支援金として福島、岩手に3056万円寄付

・遊技機性能調査報告、平成29年調査「全台で一般入賞あり」

・警察庁、技術上の規格解釈基準を通知

特に気になる記事をピック

アップしてより詳しく解説

していくよ！

鈴木ゆい
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・東京都遊協 都の受動喫煙防止条例で署名活動へ

東京都遊協は11月29日、都内市ヶ谷の遊技会館で理事会を開催し、
東京都が進めている受動喫煙防止条例に対して、「喫煙」「分煙」
「禁煙」の店舗を客が自由に選択できるなどの多様性を備えたものに
するよう、署名活動を展開していくことを決議した。

東京都では、都民の健康増進の観点に加え、オリンピック・パラリン
ピックのホストシティとして、受動喫煙防止対策を推進していくため
の「東京都受動喫煙防止条例（仮称）」を定めることを検討。その基
本的な考え方として、パチンコ店などの娯楽施設は「原則屋内禁煙
（喫煙専用室設置可）」にすることを9月上旬に示していた。

これを受けて都遊協では、9月の理事会で条例のパブリックコメント
に意見を提出することを決議。意見書の中で都遊協は、遊技者の喫煙
率が高い事業環境にあって、受動喫煙防止と遊技客のニーズの双方の
観点から、個々の店舗が環境改善に努めている現状を説明し、すでに
同種の条例が施行されている神奈川県、兵庫県と同様、「努力義務」
に留めるよう要望した。

一方で、都が進める受動喫煙防止条例に対しては、東京都生活衛生同
業組合連合会、東京都麻雀業協同組合等の主催で、飲食や飲酒、娯楽
をしながらの喫煙ができなくなる条例に反対の意志を示す署名活動が
展開されていることから、都遊協としてもこれに協力することを当日
の理事会で決議した。

署名では、「喫煙」「分煙」「禁煙」の店舗を客が自由に選択できる
多様な社会を求めているほか、加熱式たばこの規制対象からの除外や、
都全体で1227億円に上るたばこ税を喫煙者が納税していることを鑑
み、都として積極的に屋内外の喫煙所を整備するよう求めている。

都遊協では署名活動協力の決議を受け、各店舗にチラシと署名用紙な
どを発送。各店舗でチラシを掲示し、遊技客や従業員等の署名を集め
るよう求めている。署名は12月25日までに返送し、都遊協事務局が
集計する。

受動喫煙の問題については、東京都だけの問題ではなく

なっていると思うわね。実は私も昔はタバコ吸っていたけ

ど、やめてからというもののタバコの煙やニオイには敏感

になっているのがよく分かるわ。特にホールに入った瞬間

にタバコ臭かったりすると、ちょっと入るのにも躊躇して

しまうのよね。東京都遊協が求める理由は分からなくもな

いけれど、これからの時代は禁煙ホールも増えていくし、

それこそ外国人のお客様が気軽に立ち寄れる環境も必要だ

と思うの。世間からの冷たい目を少しでも和らげるために

も、受動喫煙防止の方向でパチンコ業界自ら率先して動い

た方が将来的には良いと思うわ。働いている従業員さんも、

タバコの煙・ニオイにはストレスを感じているし、働きた

くても働けない環境では人材募集も諸刃の剣ね？時代に合

わせた営業や環境もこれからは重要よ！

鈴木あい
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・警察庁、技術上の規格解釈基準を通知

警察庁保安課は12月14日、来年2月1日の施行規則改正に伴い、遊技
機に関する技術上の規格解釈基準および型式試験申請時などに必要と
なる申請書類の記載要領を通知した。これにより、現行規則に沿った
技術上の規格解釈基準および申請書類などの記載要領は、来年1月31
日付で廃止される。

今回通知された技術上の規格解釈基準は、性能名の変更や機能制限な
ど、大掛かりなものとなった前回と異なり、基本的にはこれまでのも
のを継承しているが、一部、新規則に対応したかたちで、記述の修正
や追加がなされている。

そのうち出玉部分では、新規則で加わったぱちんこ遊技機の4時間試
験および、回胴式遊技機の1,600ゲーム試験に関する解釈基準が記述
された。

機能面では、ぱちんこ遊技機でも可能となった設定機能に関する記述
を追加。さらに、管理遊技機を踏まえた解釈基準が、ぱちんこ、回胴
式、アレンジボール、じやん球でそれぞれで追加されている。

警察庁からやっと？技術上の規格解釈基準および型式試験

申請時などに必要となる申請書類の記載要領を通知された

の。これでようやく遊技機メーカーは、具体的に新基準機

の開発に取り掛かれそうじゃ。来年2月以降、保通協に持

ち込まれるパチスロは6号機となるが、果たして開発の

ペースとしてはどんなもんじゃろ？実はわしもメーカーの

関係者と話をする機会が多いのじゃが、これからどんなに

早くても1年以上の開発期間が必要で、そこから更に準備

やら営業計画など、半年程度はかかるはずじゃから、早く

て2019年の後半頃から市場に出始めるのではなかろう

か？ちょうど旧基準機の認定なんかも切れてくる時期でも

あるからの、単純な入替にはならないと考えるぞ。貴店の

入替計画はもう考え始めておいた方がよいぞ。

鈴木さん

★6号機の登場は2019年後半（秋以降）？

6号機が登場するまでは5.9号機しか出てこないこの状況。その間どうやって
しのぐか？新台入替は本当に少なくなるので、予算の配分も今年と比較して
半分程度で良いかもしれんの。わしの知っているホールでは機械予算7割
カット！じゃと（汗
2019年に慌てて6号機を買いまくるような状況だけは作ってはならんぞ！


